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Aldrich 1)吋ぽ，子どもの食欲欠乏の心理的原因として， 1.拒否症 2.注意獲得の手段 3.欲望
獲得の手段 4.他の事物に対する一時的関心 5.親叉は同胞のタイプの模倣 6.スポイノレされた子
左もの反応の役割IJ 7.一般的た落着き放さに関する干渉 8.不幸又は其他の気分 9.白昼夢 10.食
物の好き嫌いについて小言をいう習慣等をあげている。
特に神経性食欲欠乏症 AnorexiaNervosaについては次のようなことが述べられている。即ち
下室主体前葉の機能低下をきたすが，多くは思春期の少女におとり，しかも何らかの情緒薬常〈たと
えば悲哀 ・恐怖 ・不満 ・多忙}がしばしば発病の原因と考ーえられる。君主主量休重減少 ・無月経 ・低血
圧 ・低体温君主どが〈る。ただし精神状態依シモンズ民病のときと異友札敏感 ・多感・ヒステリ ー
的である 8)。器質的疾患はみとめ君主い九
たお本症は特に不幸主主家庭での精神的緊張が原因とたるととが多いとせられ，とくに支配的君主や
かましゃの母親の影響を受けている ζとが多いという旬。
との種の患者は，生活環境からまずもって大脳皮質に情緒的の混乱が生じ，ついでとれによって
視床下部の機能異常が誘発され，その結果として下垂体の前葉の機能が変ってくる。とくに機能低
下が生じるとされている。もちろん下垂体に確然たる器質変化があるわけでたいから上手君主生活指
導によって十分侠復の望みがるるという九
ゑお AnorexiaNervosaの治勢'lZ:関しては，身体医学者と精神医学者との聞には対立があ
り5)，Williams， E.は.d益栄養以外は無効であるとし叱 Dally， P.J.と Sargant，W.は鼻
腔栄養がー殺に望まし〈たい場合は， insulin務法と Chlorpromazineの大量投与を併用して体
重機加をばかり，その後に於て心理療法を行うととを主張している九 DuBois (1949)は家族や世
話人ぽ食事や患者の食事の習慣について話すととをさけるよう指示されるという η。叉 Wal，J. 
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M.は家族との分離，精神病院での注意深い管理，なかんず〈再保証とやさしいが確乎たる説得が
必要であると主張している九
本症例は元来少食で遣うる思春期の少女が，飯を食べぬととについて父親の干渉を受けて以来，極
度に食事を拒否するようにたったものである。莱医師には身体的に異状たし，T病院ではノイロ ー
ゼと夫k診断せられた。そ ζで、われわれは心理療法と して母子の平行カウンセ リングを笑施した。
食事を完全に拒否するのでもた〈休重の減少も極端たものではたい様子であるが，所開Anorexia
Nervosaの疑いがある。好転の見込みの有無をしばら〈みて善処しよ うと思っている。
問 題
主訴 食欲欠乏。登校拒否。進学問題。
家 族 笑父 :49才，次男，姉は早死し長男と11ちがいで，両親が夫-'<42才，32才のときにで
きた末っ子。ものすど〈かわいがられた。短気，自己中心的。実母:43才，両親は極めておだや
かで，父母の争っているのをみたととが君主<.きわめて室長信念家庭でるったという。母方祖父 :69 
才，健在で同居。父に対して気の毒紘程遠慮している。母方祖母:同居していたが最近結核にて死
亡。長女 :22才，大学卒業後小学校勤務。家庭教師もやっ ており，多忙で帰宅段違い。長男 :21 
才， K大学在学中で他居。次男 :18才，高校卒業後デパートに勤務。帰宅は遅〈怒る。 本児:14 
才，女，中学三年在学。背は高いが極めて細<，胴まわりは特に細<.胸まわりは8，9才たみだと
いう。
五年の終りぐらいから胸も発達してきたが，とのどろやせて来たので発育が止ヲているみたいだ
という。メンスが一回あって以来泣い。 生後3才まで彦事開のため父と同居してい危い。父が帰って
きても，別人のように見え，父からみても本児が自分の子のようでは君主かった。そん主主気まづさが
ずヲと今日までつづいている。
生育史については，来談者中心の Counse1ingの方針上，Counselorから特に探索的た情報蒐
集ぽ行わたかったから特記するほどのととはたいが， 重要事項は上記の通りである。
2参 断 本症例比思春期の少女が食欲欠乏について父親から注意を受けて以来，益k食欲欠乏を
呈するに到ったもので，愛情に乏しい父親I'L対する要求不満にもとづく注意護得の乎段として症状
が起ってきたものと恩われる。
対 策 山口.池見は新らしい治療上の見解として心理療法が奏効するととを述べている。筆者
山松は丹下と共に母親および本人に平行的に来談者中心の Counselingを試みる ととが最も適切
と考えたので今日までそれを実施してきたが，父親の頑固主主態度が転向をみるのにはたお多くの日
時を要するものと恩われる。
Counselingの条件
1) 母親の Counseling，子供の Counseling共に45分間(毎週火曜日 18∞-1845)2)研究員の分担母親
の Counselor:山松質文，子供の Counselor:丹下庄一
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治療経過概 要*
第 l回9/U (母)** C寺"の顔色が曜い，食欲欠乏，夏休みの終り頃飲を食わぬことを父が干渉して以来特に
然りJCは父と気があわぬ，父からは話しかけようとしない，こんな家は面白くないという.窓から飛び出す」
2学期から勉強せぬ.父は公立高校進学を強制.Cは自信なく私立を待望.姉は本人の希望を支持」父は母の態
度を甘いと非難JCは家人を信用できぬとL、う。〔娘)**父になじまぬ.話しもしなL、」高校進学が失敗したとき
の父の態度が心配。
問題点 父が飯をむりやりに食べさせようとする態度や法が非でも公立高校へ進学させようとする態度.そも
そもCの幼時からうちとけず，子どもを受入れようとしない父親の態度が.思春期にあるCを強〈刺激してい
る。
第 2回'/20l母)Cはメンスが一回あって以来ない「気分が悪いといって家出したが直ぐ帰る〈こんなことは
三回あった)J父がL、ない時は打ちとけているが，父が帰るとぷいと部屋にひきこもる，以前は姉と閉じ部屋に
ねていたが.このごろ勉強部屋で一人寝るJ父はきょ うだいを差別する，下の二人特にCを一番可愛がらぬ。
〔娘〕この前みんな言ラてしまヲたからといってしばらく沈黙」父の差別待遇の問題，下の二人はほ 守たらか
し.IJ"4校の頃もあまり父と話しせぬ」去年領母が死んで以来よく父と顔を合わすようになヲたJすぐよの兄は
このごろ理解してくれる」きょうだいは勤めのため夕食がおそい，従って夕食は父，母，視父とCだけでよけい
気づま り」めしを食わずパンだけでおかずをたべるので目本人らしくせよと父が干渉する。
問題点 父と共にし、ると tensionが高まる.特に食事時に馨しい。父の偏愛，特にCに対する愛情の欠如。 食
事に関する父の干渉は致命的な問題であるが，根本的には父の愛情の欠如が問題であろう。
童書3周'/27(母〕学校へ行くのをいやがる，市大へは文句いわずに来る」父は他の子どもとちがい.Cの帰り
がおそ〈ても気にかけぬJCがおっかいを申しでても，いかんといってわざわざ他のきょ うだいにいかせる.C 
は父のところへは一人ではL、かぬ，友人の親をうらやむ」も勺ともいやな女教師が担任となったので，帰 ってき
てしょんぼりする」母は食事のことは何主かなるが，学校へいかぬのが心配。 〔娘〕父はこないだからあまりもの
をいわぬ.私は腹が立っと母にあたる.それがおさえようと思ってもおさえられぬ，父へは母を通じていう.一
人では父にあらたまってものがL、えぬ。
問題点 (1)父親はCには実に冷淡であるにもかかわらず.Cは何とかして父に近づきたいという気持がある，
しかしなかなか近づけないでいる，それにつけても友人の殺をうらやましく思う，父はこの子のこうした感情が
わかっていないから受け入れようともしない。 (2)母はすぐ上の姉を戦時中に栄養失調で死なせているので，震は
Cに対して上の子に比し甘やかしているふしもあるかも知れぬと反省する。(3)Cの発言によると， しeくにさわ
るとつい母親にあたる，おさえられず心ならずもやづてしまう。反抗期の娘にありがちな感情であるが，母親に
は近親感もあるので遂そうなってしまうのであるう。 ω)震も織。ていた女教師が担任になったことが少なからず
学校を嫌う一つの原因とも考えられる。 (5)食事は何とかなるが学校へL、かぬのが心配だと母親はいっているが，
この sessionでの母親の中心的な感情はそこにあるのではないか。だがしかしそうした母親の感情は子どもの将
来を思うからでもあろうが，少くとも現在悩みつつある娘の感情の受容には程遠いものでありこの感情が却って
それをはばんでいるのではないか。およそ親子聞の感情のれ、ちがいはこの種の親の知的水準での理解が子ども
(註〕 ・紙面の都合上十分に面告書の文脈がったえられず絞切型の文章になってしま った。
判 (母〕以下は母の~害の要約. (娘〕以下は娘の発曾の要約。
柿*Cは Client来談者またはChildの略。ここでは母親も Clientであるから後者の意に解せられたい。
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の情意的水準での要求に応、じられないことから起ることが多いといえよう。
第4回10/4(母〕この一週間は何事もなかった， 父も何もいわぬのでいい状態JCは運動も何もせぬからはけ口
がない」本人の意を察してそヲとしておくと父は甘いというJCは御飯のことをいうといやになるという」市大
へはさっさとくる」きょうすごいが結婚してしまったら，お父さんとの三人暮しになる，さぞ気づまりだろうと今
からそれを心配しているJCは父のところへ自発的に紅茶を入れてもっていったりする」母はCと父との板ばさ
みになる」同級の皆が勉強しているので母はついあせる。 〔娘〕父はこのごろ直接話さぬので，父が何を考えてい
るかわからぬ，母を透じての話しでは父は弘がよくなればよい主いう，私は父とイ中よくしたい。
問題点 父が干渉しなければ，朗らかに子どもの状態がよくなっているJCは父とうまくいくように望みかっ
それを行動に移すこともある。しかし父はそれに対して受容的でない。 Jこの sessionにおいても部四と同綴母
は学業がおくれることにあせりを感じている。かなり母親の中心的感情のあらわれとみられる。
第5図10/11(母〕本人がいい成績をとってきても父はほめぬ，父は格変らず頑固」学力テストでは勉強せぬわ
りによい成績がとれたので気をよくしている」朝は食べぬ，昼(弁当〉も晩も飯はほんの少しばかり，パンなら
食べるが，グルPだけ」姉は学僚の勤め以外に家庭教師をしているし兄はデパート勤めで何れも帰り がおそ
いJCは他所にいる長兄と一番話しがあう。〔娘〕顔色が今までの中で一番青い，先生からいろいろきかれたこと
がシヨ y クのようだJCの表情・言葉からは，ゆきづまりのよ うなものが感ぜられる。
問題点 Cの感情宜比較的よく受け入れてくれるきょうだいの帰りがおそく.Cを受け入れてくれない父と共
に夕食したり，閉じ家にいたりすることは.Cに気づまりを感じさせる。叉担任の教師の説諭も本人にショ ック
をあたえるようでは有答無益。家庭でも学校でも自分の感情がうけ入れられないのではたまらない。
第 6回10;凶(母〕娘が試験中なので母親のみ来談Jこのごろう まくいっている，少し勉強をしだした，それで
先生もなにもいわぬ.父は小遣をC~こ渡してやってくれとか，母には弘立をうけてもいいとか理解ある態度をし
めずJ昨日はじめて茶碗に半分程食べる，おすしをちょっとたベるJCはよく便秘するj卵焼きや鯨は好物だっ
たが夏の終り頃からたベぬ. ミルクはftらい，カマポコ・コンニヤク ・白菜はすきJ台所を手伝うのは好き。
問題点 本人が比較的安定してきたので， 母はほっとした気持。父の態度が好転してくる主Cの精待状態もよ
〈なり食欲も幾分増すようである。叉教師がだまっていることも好影響をあたえる。問題が少くも父と教師にあ
ることは否定できない。
第7 回1~ (母〕母が市場へ行〈のにCがついてくる，獄験中だから帰りなさいというとふくれる，ベルトが買い
たかった。母『あんたの渚ているものはあんたが買うたものではない，皆、お父さんに買ってもらったものだJ.C 
rそんなに恩、に着せるのやったら…・・こんなん着ていたくなHJといって皆ぬいでしまってシャツ一枚で外へで
る。そこで母は精神病を疑う」担任教師来訪，本人を気まま，開備と評し，親のせいにするな，子どもは親に育
てられねばならぬ，育勺ていく義務があるなどと税愉」今日市大へいってもしゃべるこ とがない主いうので母は
しゃべりたくなかったらしゃべらなくてもL、L、主場面構成する」父は食事についてあまりいわねJCは試験中で
もお菓子をつくるというので注意すると，それをいわれるとよけい勉強ができぬ，たのしみがなくなるという」
担任教師はあした学校へ行くか主十辺も念を押す，中学三年になって一家団楽など考えるのはだめ，専ら勉強せ
よという。〔娘)r今日は何もいうことありません』と宣言。
問題点 母は父をたてようと患って恩に渚せるようなことをして失敗(反抗淵の子どもにはとくによくない).
担任の教師の説鉛も完全なる失敗。来談についての母の場面総成は適切。がCの唯一の楽しみである務理は訳験
中であっても認めてやる方がかえって勉強への意欲&増加させるものと思える。父・母 ・教師に受容されないと
すれば問題である。
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第8図11/8l母〕裸で飛び出した一件が気になり.T病院の健康管理科で診てもらう，医師の問診が不適切で本
人奮慨J便秘時多量に錠剤を飲む.Jr:私は長いこと生きられへん』という」よその人 (Counselor)に何もいうこ
とはない.家の人にも解ってもらえないのだからと」母自身までイライラして，上からおしつけられるようで食
欲がないJCは職種治事〈換はよくなる.単なる気後岩崎初病かはっきりさせたい」洋服の製図からはしなく
も知ったが.Cの絢まわりは8・9才なみ，五年生の終り頃から胸が発達してきたが，このごろはとまっている
感じJCは市大へくるのは， しゃべることはないが.いいというJCは今日も寄宿舎で暮したL、μ 、ぅ」母は高
校へ入れば朗らかになると思う，私もつられて，ノイローゼになってしまう ような気がする，ものがおおいかぶ
さ守たようで頭が痛い.自分もしっかりしなければと思う.主人が心を変えてくれぬとどうにもならぬ.感情的
には不可能でも蓬性的に平等な気持になってほしい.父も CouDselingを受ける気持になってくれたらと思う。
〔鎗〕始めから何もいわず。 P-Fテストをやる.かいてみますかというと素直に従う。
問題点 この母親はめづらしい位に感情を表面にあらわさぬきわめて平静な人柄であるが，さすがは今日はど
うにもやりきれない自分の感情を表現したようである。
第 9回11/15(母〕三日つづけて学校を休む。父あいそをつかしどこへなといけという」学校へ行くのをいや
がるとき，産黄色は真膏で.限はつりあがヮている，すなおに起きるときは顔色はよいJCは父に対する精神面の
不満をのベるJ父は自分なりの教育をしたいというが，母は手荒いそのやり口に疑念と不安を感じているJCは
今まで祖母に可愛いがられていた(昨年五月死亡).父母さえ正常だったら祖母にあまやかされても反抗するこ
とはないと思う(自分の体験から)J我A夫婦でやり方がくいちがラているのを遺憾に思うが.さりとて父に問調
はできなL、，私はやはり考え通りにやりたL、。〔線〕ゅううつな顔付き。
問題点 夫婦の対立はさけたいが， 主人にまかされない気持がある。
第10回11/22(母)T病院ではノイローゼ，神経変弱の危険記号が一杯出ているといわれた。文章完成テス トで
は(あなたの将来は :栄養師になって良裂賢母になって子どもを育てたい).(弘の父I玄:ふんぞりかえヲている
ばかりが能でない，平静にしてほしL、).(私の偲除:すきやけど，口やかましくしづからうるさい〉 それから私
は何もいわぬようにしている」姉は気を配り来年度は学校をやめ家にいて菌餌jをみるという」部屋に閉じこも
らず皆のいるところで勉強させよう」担任の先生の要求はあまりにもきびしすぎるJCはパンはパンばかり.お
かずはおかずばかり，せかせかとたベるJCは 『結婚するのやったらやさしい人としt.:.¥'、。お父さんみたいなお
手な人はL、ゃ』 という。私に rあんた勝手ゃいうこと何故わからなかったの?もっとよくみて結婚したらよかっ
たのに』ともいったJ.(娘〕何も言わぬ。 Y-Gテス ト施行。
問題点 Cの文章完成テス トの解答や母親の結鱈に関する質問などにCの日嘆の感情がよく現れていると思わ
れる。
第11回l1h9C来談の途中で胃痛を訴え恒吐を催す。市大へついてからも多量に吐く。気分がおさまるまでの
約二時間母親のみカウンセリングを行う。〔母)T病院では薬物療法によらず，家中が愛情をもうてすれば治ると
いう。二重になるから市大へ遜うように主いわれた」皆で私を忽魔扱いするとし、って家を出るがまもなく帰るJ
父市大へいっても治らんやないかという.Cはゐんなにいわれたら行けへんといって涙を流すJCは姉速の帰宅
をまちのぞむJ父はわしにまかせよ，ちやほやさせるなというJCがせ勺かくぜんざいをつくってもヲていヮて
も，父はいらぬ主ぶっきら篠にいう」兄は皆で対策を考えようとL、ぅ」父はCのオーパーを買ってやヮても帰途
恩に渚せることをいう」姉は家庭が硲いのを不満に思う」父はCがお帰りをいっても知らん綴JCがベんとうの
小雪をいうときは翌日きま って学校を休む」夕食については何もいわぬようにしているが.Cは一人だけあとか
ら食べる。
( 13 ) 
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問題点母親が直接父親に協力を求めるよりも.同胞の協力によって事態を処理する方が適切であるように思
われる。
第12回12!6 (母〕前回来談時のような症状が今日も学校で起ったJガス一つひねったら簡単に府2る，親子の関
係がいやなどいうJ努力して食べて体をよくすれば気分もよくなるとか.いいたいことがあったらいいなさいな
どと父がいう.cも父と接触したいといっているのだからいつもそんな父であってほしいJCの気持がわから
ぬ，むつかしくてこまる」姉は父に責任をもたせようという。 〔娘〕少し表情は明るい，父のあたりがやわらかく
な守た。
問題点 父の態度は敏感にCにとらえられる，父がやわらげばきまヲてCの表情は明るくなる。
第13回目/13(母〕試験を全部休む，先生にいろいろ注意をうける，転校したいという」今日もずっとねたきり
だった」父またも不用意な言をはく，姉は教育の経験上それがどんなに子どもにひびくかを熟知している」生長
の家の信者が練成道場へ入れようというJi皆がわかってくれへんのやったら家を出るJ.r:死んでやるJ.パンや
そこらにあるものをむしゃくしゃたベる，死んでやるといってガスの径を開ける。〔娘〕憂欝。学校へいきたくな
い。無害。
問題点 父の態度が依然関執的であり，先生の過度の干渉が問題のようである。症状はかなりヒステリ γ ク
だ。発作的の過食は食欲欠乏と格通ずる。
第14回12/20[母〕姉が毎日二時間勉強をみてやる，二階の部屋で姉も一緒に寝起きしてやる」父はこの頃黙っ
ているし用事もいいつけたりするので好調」食事も少しばかり飯をたベる，体は夏よりましになり顔、もいく分
ふくらんできた，夏はお腹もぺっちゃんこだったJCは公立を受けようかなどL市、だす」母，姉，本人で話しあ
って，転校せず勉強するよう一応おちつく，父もそれを聞いてうなづく」私より姉からいってくれた方がよい。
〔娘〕表情t玄関るい，無言。
問題点 姉の献身的協力により奏効。父の態度好転により.Cの表情も明るく，食欲も幾分増したようだ。
(補遺〕 冬休暇に入ってからの母親の来信によれば，本児は元武に補習綬業に出席しているのでほっとしてい
るとのことであヮた。
考 察
本児の食欲欠乏がめだつよ うに君主った直接の軍般は，食欲欠乏，特に主食である飯を食べねとと
についての父親の意地悪い発言tL~うったようでるるが，遠因または根本的原因は既に幼児期にはじ
まるといってよい。
戦時中の線開のために父子相別れて生活したため，本児の出生から 3才まで父は本児をみるとと
がたかった。突知父の帰宅によってはじめて父を知った本児には父としての笑感はたく，そうした
子どもの笑感が父にも反映し相互に掠還君主感情をもちつづけて今日にいたったので、ある。
父は兄とは11才も年下の末っ子として両親の寵愛を一身に受けて育っただけに我がままで人を受
け入れるだけの心の豊かさに欠けている。叉生来の短気と自分の言動の影響を深く考えたい楽天
的，自己中心的君主性格は，本児に対し不用意主主言葉を吐かしめ，それがため少泣からず本児の心を
傷つける原因となっている。
本児は父とのイ中がうまく行〈 ζ とを念願し，時折つとめるのであるが，父と近親J感を保っている
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兄姉のようには行動できず何と君主〈きのどちなくなって了う。父は時には本児に好意的態度をとると
ともあるが，すぐあとからぶちとわしをやって了う。
母親は円満君主家庭に育っており，安定し?と溶着きのある性格の持主であり，本児を可愛がってい
るが，無理解た父との板ばさみとたり，時t乞父をたてようとして本児の反感を買ってしまう。
本児の唯一の趣味である台所仕事も母親にも十分には受け入れられていたい。
学校では最も嫌いたヒステリック君主担任の女教師がおり，友人ともなじめたい。とのように八方
ふさがりの危険た状態におかれているといえる。
しかし乍ら Counselingの結果，父と本児との読整を計ろうとする母，父と自らとの調整を希
求する本児，さらにその線に沿っての同胞の協力，父親の認識の漸進的変容等によって，本児も自
に見えて好転しつつある。
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Summary 
Since the client in this case recei ved unkind warnings from her father， her 
refusal of food became heavier. We thought the anorexia nervosa was linked 
closely with the frustration toward the non-warm-hearted father. The cJient-
centered counseling was tried to the cJient and her mother in paralel. Through 
our counseling， we observed that the client showed a good appetite and wel 
feeling during the week when her father had Iittle interferences with the client. 
However， we consider that it needs more time to make his father change 
perfectly his own stubborn attitude. 
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